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本書は，海外渡航する若者が実際は多いにもか
かわらず，なぜ若者は「内向き」と言われ「グロー
バル人材」を育成しなければならないか，近年行
政や企業が育成の必要性を訴える「グローバル人
材」とは，という問いに対して若者への調査を通
じて実態を分析し，２つの新たな視点を提示して
いる。

１点目は，自ら海外に出て行く若者達と行政や
企業が求める「グローバル人材」像にギャップが
あるという点だ。それは若者間の階層やジェン
ダー格差という問題に由来するとし，海外渡航し

て帰国している人材は一定程度存在するにも関わ
らず，企業や社会の中で活用されていない現状を
鋭く指摘している。その上で，「グローバル人材」
という特権的な人材層だけに目を向けるのではな
く，若者のキャリア形成の多様化を説く主張は傾
聴に値する。日本では，大学卒業後すぐに日本で
正社員として働くというキャリアが当然とされて
いるが，海外では働き始める時期も働き方も各々
である。

２点目は，「グローバル人材」に代わる「グロー
バル市民」という視点である。「グローバル市民」
とは，地球または人類全体に帰属し，地球上のど
こで何をしていても，身の回りや社会を良くしよ
うとする発想に基づくものとされる。

著者は，日本の若者も「主語としての自分」を
明確にすることが必要であり，「グローバル市民」
として生きることでそれが明確になるとしてい
る。日本にいると自分とは何者かを考える機会が
少ないが，こうした意識を持つ若者が増えること
は重要である。

ただ，本書にも若干の課題がみられる。その１
つは，社会人になってからの海外渡航のみなら
ず，高校や大学での留学の意義についても一定の
評価がなされるべきという点だ。大学のグローバ
ル人材育成はターゲットが狭すぎて大きな変化に
つながらないとあるが，それでも在学中の留学や
海外インターンシップから得られるものは大き
い。重要なのは，留学を促進すると同時に，留学
以外の海外渡航に対する評価を客観的に行い，全
ての若者のキャリアの多様性に寛容になることで
あろう。

こうした課題が見られるとはいえ，本書が描く
実態は日本社会全体として真剣に考えるべき問題
である。私自身「グローバル人材」の教育に携わ
る者としても非常に示唆深く，刺激を受けた良書
である。
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